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第11編牧園町の発展

一
 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標 

町
政
推
進
の
基
本
目
標
と
し
て
、
基

本

理

念

を

「
町
民
が
た
す 

け
あ
っ
て
つ
く
る
、

さ
わ
や
か
で
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
町
」 

と
し
て
、
次
の
目
標
を
定
め
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
積
極
的 

な
町
政
の
展
開
を
図
る
。

一
 

人
と
自
然
が
調
和
す
る
生
活
環
境
づ
く
り 

二

地

域

の

活

力

を

生

か

し

た

産

業

づ

く

り 

三

健

や

か
で

幸

せ

な

や

す

ら

ぎ

の

あ

る

里
づ

く

り 

四 

文

化
•

教
養
の
香
り
が
た
だ
よ
う
ま
ち
づ
く
り 

二
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像 

㈠

牧
園
町
の
ま
ち
づ
く
り 

二
十
一
世
紀
に
は
、

個
性
の
調
和
し
た
社
会
が
新
た
に
創
り
出 

さ
れ
る
。
余
暇
時
間
の
増
大
や
生
活
様
式
の
多
様
化
な
ど
新
し
い 

ラ

イ

フ

ス

タ

イ

ル(

生
活
様
式)

が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
高
齢 

化
社
会
に
お
い
て
は
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ(

新
鮮
さ
の
回
復)

や
自
己
実
現
の
た
め
の
空
間
づ
く
り
な
ど
も
要
求
さ
れ
る
。
 

こ
う
し
た
時
代
志
向
の
中
、

よ
り
豊
か
で
、
快
適
な
生
活
を
追 

求
し
て
い
く
に
は
、
社
会
情
勢
の
潮
流
を
的
確
に
と
ら
え
、
新
た 

な
発
想
に
た
っ
た
町
民
一
丸
と
な
っ
て
の
〃
ち
か
ら
〃
が
必
要
と 

な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
本

町

の

特

性

を

再

認

識

し

、
 

「
ブ
ラ
ン
ド
化
」(

独
自
性
強
調
の
銘
柄
化)

す
る
こ
と
に
よ
る
、
 

地
域
産
業
の
振
興
を
図
り
、
他
市
町
村
と
の
交
流
を
推
進
し
、
活 

性
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
、
本
町
に
は
、

他
地
域 

に
類
の
な
い
温
泉
群
や
国
立
公
園
霧
島
連
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然 

資
源
が
あ
り
、

ま
た
、
神
話
の
里
霧
島
も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
生
か
し
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
て 

自
然
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
く
。
 

更
に
、
訪
れ
る
人
の
滞
在
と
交
流
を
通
し
、
自
然
と
の
語
ら
い
や 

保
養
と
人
間
性
回
復
の
地
と
し
て
、

町
内
外
にP
R

し
て
い
く
。
 

㈡

牧
園
町
の
顔
づ
く
り 

本
町
に
は
、
霧
島
国
立
公
園
、
和
気
清
麻
呂
史
跡
、
安

楽
•

妙 

見
温
泉
、

丸
尾
温
泉
、
霧
島
温
泉
郷
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
、
霧 

島
国
際
音
楽
祭
な
ど
の
優
れ
た
文
化
的
催
し
も
あ
り
、
年
間
約
一 

四〇

万
の
人
が
訪
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
あ
ま
り
に
身
近
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やさしさが人に響く町一牧園町（基本構想施策の大綱）

人
と
自
然
が
調
一 

和
す
る
環
境
づ
ー 

く
り

基

本

理

念

町
民
が
た
す
け
あ 

っ
て
つ
く
る
、
さ 

わ
や
か
で
豊
か
な 

自
然
と
共
生
す
る 

町

地
域
の
活
力
を 

生
か
し
た
産
業 

づ
く
り

町
は
オ
—
ケ
ス
ト 

地
球
は
オ
ー
デ
ィ 

エ
ン
ス

世
界
に
響
け 

凛
•

輪
•

緑•

シ 

ン
フ
ォ
ニ
—

健
や
か
で
幸
せ 

な
や
す
ら
ぎ
の 

あ
る
里
づ
く
り

一
文
化•

教
養
の 

-

香
り
が
た
だ
よ 

-

う
町
づ
く
り

ー
ー
自
然
と
環
境
の
保
全

土
地
利
用

住
宅
施
設
の
整
備

道
路•

交
通
基
盤
の
整
備 

上
下
水
道
の
整
備 

情
報
通
信
網
の
整
備 

—
公
園•

緑
地•

水
辺
の
整
備 

—
農
業
の
振
興

林
業
の
振
興

商
業•

サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興 

観
光
の
振
興

工
業
の
振
興

—
地
熱
開
発

——
保
健•

医
療
の
充
実 

社
会
福
祉
の
充
実 

環
境
衛
生
の
充
実 

——
防
災
体
制
の
整
備

「
学
校
教
育
の
充
実 

社
会
教
育
の
振
興 

地
域
文
化
の
振
興 

ス
ポ
ー
ツ•

レ
ク
リ
エ
ー
シ 

ョ
ン
の
振
興

ー
ー
イ
ベ
ン
ト•

人
材
育
成

(

恵
ま
れ
た
自
然
と
共
生
で
き
る
環
境
づ
く
り) 

(

地
域
特
性
を
ふ
ま
え
た
秩
序
の
あ
る
土
地
の
有
効
利
用) 

(

自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
牧
園
づ
く
り) 

(

地
域
を
拓
く
総
合
的
道
路
体
系
の
確
」に) 

(

計
画
的
な
処
理
施
設
の
普
及) 

(

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
と
促
進) 

(

水
と
緑
を
生
か
し
た
公
園
づ
く
り) 

(

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業
の
展
開) 

(

長
期
視
点
か
ら
の
森
林
資
源
の
保
全
と
活
用) 

(

商
業
空
間
と
文
化
空
間
の
つ
な
が
り
に
よ
る
魅
力
づ
く
り) 

(

二
十
一
世
紀
を
と
ら
え
情
報
発
信
地
と
し
て
の
展
開) 

(

地
場
産
業
の
育
成
と
企
業
誘
致
の
促
進) 

(

交
換
熱
水
等
の
有
効
利
用)

(

心
と
体
の
健
康
づ
く
り)

(

心
の
ふ
れ
あ
う
福
祉
の
増
進) 

(

快
適
で*

み
よ
い
環
境
づ
く
り) 

(

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り)

(

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
の
推
進)

(

地
域
が
育
む
生
涯
学
習
の
推
進)

(

芸
術
文
化
で
交
流
を
促
進)

(

健
や
か
で
潤
い
の
あ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進)

(

情
報
発
信
で
国
際
交
流
を
促
進)
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第11編牧園町の発展

で
あ
る
た
め
見
す
ご
さ
れ
て
い
る
資
源
も
数
多
く
あ
る
。
 

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
は
、
本
町
の
隠
れ
た
資
源
に
目
を
向 

け
、

そ
れ
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
に
は
、

住
民
が
誇
り
を
持
ち

う
る
牧
園
町
の
「
顔

」 

を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
霧
島
競
馬
、
霧
島
高
原
太
鼓
ま
つ 

り
、

サ
イ
ク
ル
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る 

が
、

こ
れ
ら
を
生
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
と
違
っ
た
発
想
で
独
自 

の
歴
史
や
文
化
を
見
い
だ
し
、

こ
れ
ら
を
地
域
内
外
に
向
け
、
発 

信
し
て
い
く
こ
と
が
、
牧
園
の
顔
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の 

で
あ
る
。㈢

牧
園
町
の
人
づ
く
り

二
十
一
世
紀
の
牧
園
町
を
担
っ
て
い
く
の
は
、
個
性
と
創
造
力 

を
備
え
、

た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け
た
町
民
で
あ
る
。

「
地
域
づ 

く
り
は
人
づ
く
り
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
後
の
厳
し
い 

社
会
情
勢
の
中
で
産
業
振
興
を
図
り
、
生
き
生
き
と
し
た
牧
園
町 

を
築
き
上
げ
て
い
く
に
は
、
幅
広
い
創
造
性
と
高
度
な
技
術
力
を 

身
に
つ
け
た
人
材
が
、

各
分
野
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
く
る
。

そ 

の
た
め
に
は
、
教
育
機
関
の
拡
充
も
必
要
で
あ
る
が
、

日
常
の
生 

活
の
中
で
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な

っ
て
く
る
。

人
的
交
流
が
人
材
育
成
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い 

る
今
日
、
道

路

交

通

網

な

ど

「
物
の
道
」

は
整
備
さ
れ
や
す
い
環 

境
に
あ
る
が
、
今
後
は
こ

れ
に
併
せ
て

多
く
の
情
報
を
運
ぶ
「
人 

の
道
」
も
整
備
し
、
牧

園

町

を

情

報

発

信

源

と

し

た

い

わ

ゆ

る 

「
現
代
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
を
創
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

三
計
画
実
現
の
方
策 

こ
の
計
画
は
、

二
十
一
世
紀
を
目
指
し
て
新
し
い
牧
園
町
を
つ 

く
っ
て
い
く
た
め
の
町
民
共
通
の
目
標
と
、

こ
れ
を
達
成
す
る
た 

め
の
基
本
的
な
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
広
報
活
動
と
町
民
と 

の
対
話
に
よ
る
理
解
と
協
力
、

ま
た
、

国
•

県
•

各

種

民

間

団
 

体
、
更
に
は
議
会
、
関
係
市
町
村
と
の
協
調
の
も
と
に
町
民
と
行 

政
が
一
体
に
な
っ
て
そ
の
推
進
を
図
る
。

そ
し
て
、

計
画
の
推
進 

に
お
い
て
、

よ
く
検
討
し
、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

推

進

の

内

容

の

調 

整
や
追
加
を
行
い
、

計
画
の
進
拨
状
況
を
的
確
に
把
握
し
適
切
な 

進

行

管

理

を

行

う(

平

成

三

年

三

月

作

成

「
牧
園
町
総
合
振
興
計 

画
書
」
参
考)

。
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四
計
画
実
現
へ
の
歩
み

㈠

庁
舎
建
設
本
格
的
に
着
工

長
期
間
に
わ
た
り
慎
重
な
審
議
が
な
さ
れ
、

平
成
元
年
二
月
二 

十
八
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
議
員
全
員
に
よ
る
、
庁
舎
建
設
調
査 

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
こ
れ
を
承
認
、
 

庁
舎
建
設
に
か
か
る
予
算
が
、

平
成
二
年
六
月
議
会
で
可
決
さ
れ 

た
。

平
成
二
年
度
中
に
土
地
造
成
、
取
り
付
け
道
路
は
完
了
予
定 

で
あ
る
。
建
物
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
年
度
中
に
着
工
し
、
平
成 

四
年
三
月
に
は
新
庁
舎
が
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

㈡
 

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
昭
和
六
十
年
度
現
在
で
、

一
七•

三
パ 

—

セ
ン
ト
を
占
め
、
今
後
、

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
、
高
齢
者
の 

人
口
増
加
と
高
齢
者
の
果
た
す
役
割
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ 

て
く
る
。

高
齢
者
の
知
恵
と
貴
重
な
経
験
は
、

地
域
の
活
性
化
に
大
き
な 

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

庁舎建設敷地造成見取り図
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872

ふれあいの場

ゲートボールコートのオープン

基盤整備の進んだ農地

こ
の
こ
と
は 

若
者
と
高
齢
者 

ま
た
子
供
と
高
齢
者
が
共
存 

し
、

ふ
れ
あ
い
学
び
あ
い
を
通
し
て
高
め
あ
い
、
生
き
が
い
に
満 

ち
た
豊
か
な
社
会
を
築
く
も
の
で
あ
る
。

㈢

土
地
基
盤
整
備
事
業
の
促
進

本
町
の
農
業
は
、
依
然
と
し
て
経
営
規
模
の
零
細
化
、

耕
地
利

用
率
の
低
下
、
労
働
力
の
高
齢
化
、

婦
女
子
化
な
ど
の
課
題
を
抱 

え
、
産
業
と
し
て
自
立
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
、

こ
の 

限
ら
れ
た
農
地
の
有
効
活
用
に
よ
り
、①

収
益
性
の
高
い
農
業
生 

産
、

生
産
基
盤
の
整
備
、②

生
産
体
制
の
組
織
化
、③

流
通
加
工 

の
対
策
、④

特
産
物
産
地
の
形
成
、

な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ 

る
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。



㈣

地
場
産
業
の
育
成
と
企
業
の
誘
致

1

地
場
産
業
の
振
興

牧
園
町
が
長
期
的
に
自
立
発
展
す
る
た
め
に
は
、

地
域
独
自
の 

資
源
を
利
用
す
る
地
場
産
業
の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ 

の
た
め
に
は
、

農
産
物
、

花
、

し
い
た
け
、

温
泉
な
ど
を
活
用
し 

た
新
し
い
分
野
の
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

2

企
業
の
誘
致

本
町
の
人
口
の
増
大
を
図
り
、

若
者
の
雇
用
の
場
を
創
り
出
す 

た
め
に
も
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

そ
の
た
め
に
は 

企
業
の
立
地
を
促
す
た
め
の
優
遇
措
置
の
一
層
の
充
実
を
図
る
と 

と
も
に
、

用
地
の
確
保
、

交
通
体
系
の
整
備
、

人
材
の
育
成
な
ど 

の
基
盤
整
備
を
図
り
、

企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う 

こ
と
が
要
件
と
な
る
。

3

地

熱

開

発(

交
換
熱
水
な
ど
の
有
効
利
用)

地
熱
開
発
に
つ
い
て
は
、

地

下

の

熱

水

を

利

用

す

る

こ

と

か 

ら
、
新
し
い
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。
開 

発
計
画
で
は
、

平
成
二
〜
七
年
に
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で 

あ
る
。

㈤

霧
島
温
泉
郷
丸
尾
地
区
街
並
み
整
備
計
画

霧
島
の
自
然
と
調
和
し
た
街
並
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
霧
島

街並み構想
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温

泉

郷

事

業

協

同

組

合(

代
表
大
坪
和)

を
組
織
し
て
、

「
霧
島 

温
泉
郷
丸
尾
地
区
街
並
み
整
備
計
画
」
が

平

成

二

年

十

月

に

完 

成
、
「
観
光
霧
島
」
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

主
な
内
容
は
、①

公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
、②

国

道
•

歩
道 

等
整
備
、③

各
店
舗
の
共
同
協
調
建
て
替
え
、④

イ

ベ

ン

ト

広
 

場
、⑤

コ
ー
ナ
ー
プ
ラ
ザ
等
で
あ
る
。

因
霧
島
国
際
芸
術
の
森
の
整
備
計
画 

鹿
児
島
県
総
合
基
本
計
画
の
第
一
期
実
施
主
要
事
業
に
「
霧
島 

国
際
芸
術
の
森
の
整
備
」
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
内
容
並
び
に 

実
施
計
画
の
概
要
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

内 

容

県
民
の
芸
術
文
化
活
動
や
音
楽
を
通
し
た
国
際
交
流
の
促
進
を 

図
る
と
と
も
に
、

国
内
外
の
高
い
評
価
を
得
て
い
る
霧
島
国
際
音 

楽
祭
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

霧
島
国
際
音
楽
ホ
ー
ル
を
中
心 

に
、

霧
島
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た
文
化
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
、

地 

元
町
及
び
民
間
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
進
め
る
。

2

構
想
の
概
要

①

霧

島

国

際

),f

楽
ホ
ー
ル
の
建
設

②
 

交
流
及
び
人
材
育
成
の
環
境
整
備

霧島国際芸術の森関連図

県 民

国内及び国外の人々

県等関係機関 

芸術文化団体
イベント 
の開催

霧島国際 

音楽ホール
定住•滞在 
交 流
研 修

交流及び 
人材育成機能

（アーティスト 

ビラなど）

③

文
化
的 

な
街
づ
く 

り

④

芸
術
文 

化
振
興
財 

団

の

設
 

立
•

運
営 

⑤

芸
術
文 

化
団
体
と 

の

連

携• 

育
成 

こ

れ

に

よ
 

り
、

平
成
三
年 

度
か
ら
平
成
五 

年
度
ま
で
の
三 

か
年
間
に
、

牧 

園
町
に
念
願
の 

音
楽
ホ
ー
ル
が 

建
設
さ
れ
る
こ 

と
と
な
っ
た
。

イベントの開催

芸術文化振興財団
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牧
園
町
で
は
、

町

内

小•

中
学
校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
購
入
す 

る
な
ど
対
応
を
進
め
て
い
る
。

田
霧
島
高
原
乗
馬
ク
ラ
ブ

昭
和
四
十
八
年
国
民
休
養
地
整
備
事
業
の
中
で
開
設
さ
れ
、

現 

在
ま
で
大
霧
島
観
光
協
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
 

乗
馬
ク
ラ
ブ
は
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
、

地 

元

及
び

観

光

客
を

含
め
年
間
七
〇
〇
〇
人
以
上
の
利
用
者
が

あ 

る
。
特
に
女
性
の
占
め
る
割
合
が
高
く
、

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な 

っ
て
い
る
。

ま
た
、

乗
馬
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、

少
年
馬
術
教
室
、

会
員
乗 

馬
教
室
等
も
実
施
し
て
い
る
。

こ
こ
で
練
習
し
て
い
る
牧
園
高
校 

馬
術
部
は
、

平
成
元
年
宮
崎
県
で
行
わ
れ
た
、

全
国
馬
術
大
会
の 

障
害
飛
び
越
し
で
団
体
優
勝
し
、

平
成
二
年
も
全
国
二
位
の
輝
か 

し

い

成

績

を

残

し
て

い

る(

平

田
•

東

郷
•

宮
内
組)

。

と
び
う
め
国
体
上
位
入
賞
者

成
年
三
位 

長
命
信
一
郎 

六
位 

倉
田 

伸
利 

少
年
三
位 

平
田 

康
弘 

五
位 

東
郷 

正
也

観

光

と

い

う

面

か

ら

も

「
見
る
観
光
」

に

「
体
験
す
る
観
光
」 

が
プ
ラ
ス
さ
れ
、

今
後
、

乗
馬
人
口
は
伸
び
て
い
く
も
の
と
考
え

ら
れ
る̂

そ
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、

平
成
二
年
度
か
ら
同 

五
年
度
ま
で
、

霧
島
高
原
に
ふ
さ
わ
し
い
乗
馬
の
施
設
づ
く
り
が 

行
わ
れ
、

現
在
近
代
的
な
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
新
築
さ
れ
て
い
る
。
 

川
牧
園
中
学
校
陸
上
部
の
活
躍 

牧
園
中
で
は
、

生

徒

の

気

力•

体
力
の
充
実
を
目
指
し
、

部
活 

動
は
活
発
で
あ 

る
。
中
で
も
陸 

上
部
の
活
躍
は 

め
ざ
ま
し
く
、
 

平
成
二
年
度
始 

良
地
区
中
学
校 

駅
伝
大
会
で
男 

子
優
勝
、

女
子 

準
優
勝
の
好
成 

績
で
、

県
大
会 

で
は
、

男
子
四 

位
、

女
子
六
位 

の
ア
ベ
ッ
ク
入 

賞
を
果
た
し
、

牧園中学校駅伝大会
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指
導
者
山
形
正
秋
も
監
督
賞
を
受
け
た
。

ま
た
、
南
日
本
ク
ロ
ス 

カ

ン

ト

リ

ー

大

会(

輝
北
町)

で
も
、

男
子
は
上
位
四
人
を
含
む 

十
位
以
内
に
六
人
、

女
子
も
十
位
以
内
に
三
人
入
賞
の
好
成
績
で 

あ
っ
た
。

久
大
関
霧
島
の
初
優
勝

平
成
三
年
一
月
二
十
八
日
の
朝
、

「
南
日
本
新
聞
」

は
、

前
日 

の
郷
土
力
士
大
関
霧
島
の
初
優
勝
を
次
の
よ
う
に
報
道
し
た
。

初優勝を果たし、菜穂子夫人（右）と、 

娘の会梨佐ちゃんを抱き、賜杯を手に 

する霧島=両国国技館

霧

島

悲

願

の

初

優

勝

大

相

撲

初

場

所

96
場
所
目
井
筒
か
ら

61
年
ぶ
り

初
土
俵
か
ら
96
場
所
目
で
悲
願
の
初V
I

。
東
京•

両
国
国
技
館 

で
の
大
相
撲
初
場
所
千
秋
楽
の
二
十
七
日
、
大
関
霧
島(

三
一)
u

本 

名
吉
永
一
美
、
井
筒
部
屋
、
始
良
郡
牧
園
町
出
身=

=

が
横
綱
北
勝
海 

を
倒
し
て
14
勝1

敗
で
初
優
勝
し
た
。

初
土
俵
か
ら
96
場
所
目
は
、
隆
の
里
の
86
場
所
を
大
幅
に
更
新
す 

る
〃
ス
ロ
ー
初
優
勝
”
記
録
。
三
十
一
歳
九
カ
月
で
の
初
優
勝
も
、
 

昭
和
三
十
三
年
に
年6

場
所
制
に
な
っ
て
か
ら
で
は
最
高
齢
と
な 

る
。井

筒
部
屋
か
ら
の
優
勝
力
士
は
昭
和
五
年
春
場
所
の
豊
国
以
来
六 

十
一
年
ぶ
り
で
、
鹿
児
島
県
か
ら
は
五
十
九
年
名
古
屋
場
所
の
若
島 

津
(

現
松
ヶ
根
親
方)

以
来
。

霧
島
は
昭
和
五
十
年
春
場
所
初
土
俵
を
踏
み
、
五
十
九
年
名
古
屋 

場
所
新
入
幕
。
軽
量
で
目
立
た
な
か
っ
た
が
、
独
特
の
ウ
ェ
ー
ト
ト 

レ
—
ー
ー
ン
グ
で
め
き
め
き
力
を
つ
け
て
、
昨
年
春
場
所
後
に 

大
関 

昇
進
。
史
上1

位

の

「
遅
咲
き
大
関
」
と
話
題
を
呼
ん
だ
が
、
来
場 

所
は
横
綱
に
挑
戦
と
な
る
。
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